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アフリカと横浜、あふれる力でともに未来へ
　８月28日から30日にかけて、横浜で「第７回アフリカ開発会議」が開催されます。横浜は、2008年、
2013年と過去２回の開催をきっかけに、アフリカ各国との連携・交流を力強く進めてきました。
　急激な人口増加が続くアフリカは、インフラ不足や環境問題などの都市課題に直面しています。横浜市では、
都市づくりの経験やノウハウ、市内企業の優れた技術力を生かし、水道の整備や廃棄物管理など、アフリカの
都市の発展に協力してきました。また、アフリカ各国の大使などをお招きして、その国の文化や歴史について学ぶ
「アフリカとの一校一国」には、市内の80の小中学校が参加し、子どもたちのアフリカへの理解も深まっています。

　2016年にケニアを訪れた際には、アフリカ各国の皆さまから次々と「横浜で
素晴らしいおもてなしを受けた」「横浜市との関係を一層深めていきたい」など、
大変嬉しい言葉をいただきました。これまでの取組が実を結び、アフリカとの絆が
育まれていることを実感しています。第７回会議においても、オール横浜で会議の
成功をサポートし、日本とアフリカの技術協力や経済交流にも貢献できるよう
取り組んでいきます。
　目覚ましい発展を続けるアフリカは、ともに成長する未来をつくる私たちの大切な
パートナーです。会議の開催に合わせて、８月にはアフリカを学び、体感できるイベ
ントが数多く行われます。ぜひ、アフリカのダンスや音楽、食などの多様な文化に
触れ、アフリカの皆さまとの交流をお楽しみください。

◦平日８時45分〜17時（祝日・休日・12月29日から1月3日を除く）。※昼の時間帯はお待たせする時間が長くなる場合があります。
◦毎月第２・４土曜日9時〜12時（戸籍課・保険年金課・こども家庭支援課の一部の業務）。

ボツワナ共和国のンコロイ・ンコロ
イ大使と茅ケ崎小学校（都筑区）の

児童

５月19日「歌って踊ろう！小中高
生によるアフリカステージ開催！

」にて

8月28日（水）～30日（金）




